
◆発明概要と利点

本発明は、ネフロン前駆細胞を対象に、同細胞を更に増殖・拡大培養するために、

特定の因子を含む培地条件を提供するものです。具体的には、TBK1阻害剤、

CSF1R阻害剤、FLT3阻害剤、DYRK1阻害剤、及びSTAT6阻害剤の少なくともいず

れかを含む培地条件下で培養を行うことを特徴とします。

また、上記培地に対して、更に、FGF2、ヘパリン、ROCK阻害剤、GSK3β阻害剤、

白血病因子、ALK阻害剤、BMP阻害剤、BMP7の少なくともいずれかを加えた培地

条件下で培養を行うことで更なる拡大培養を実現することを特徴とします。

例えば、TBK1阻害剤の例として、MRT67307及びBX795を使用することが可能で

す。これら培地条件を経て得られた腎臓オルガノイドは、腎疾患を有する対象に投

与して、腎疾患を治療するために使用することが可能です。また、同オルガノイド

は、腎疾患を治療又は予防するための医薬組成物としても使用することも可能です。
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◆背景

近年、in vitro環境で人工的に作製した細胞を損傷部位の細胞と置換するために体

内に移植する再生医療製品の開発が進んでいますが、移植の際には大量の数の細胞

が必要となるため、当該治療方法の普及のために現実的な費用で再生医療製品を提

供するには、培養コスト、培養時間の低減は必然的に解決すべき課題であり、より

効率的に細胞を増やすという、移植対象細胞の拡大培養法の開発が望まれています。

また、慢性腎臓病は腎障害の症状や腎機能の低下が慢性的に続く疾患であり、人工

透析や腎移植を受けなければ生命の維持が困難になる末期腎不全へと繋がるため、

QOL（Quality of Life）の向上のためにも、腎臓の細胞の元となり移植対象細胞であ

る腎前駆細胞（ネフロン前駆細胞）を効率よく増やすことができる拡大培養法の開

発が望まれています（10億個オーダーの移植細胞数が必要と見積もられています）。

◆適応分野
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◆研究段階

・ヒト試料を用いたin vitro実

験により効果確認

ネフロン前駆細胞拡大培養法を開発！

iPS細胞由来ネフロン前駆細胞の収量を大幅に増やす拡大培養を可能にしました。
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マウスネフロン前駆細胞の第1～3継代時点の累積細胞数の比較
mNPSR培地（CHIR99021、Y-27632、FGF-2、LIF、BMP7、ヘパリ
ン、LDN193189、A83-01を含む培地）DMSO（0.1%）又は終濃度
30nMのMRT67307を添加した培地で継代培養したマウスネフロン前
駆細胞の各継代数における累積細胞数を示す。MRT67307はDMSOに
溶解してmNPSR培地に添加した。
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